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３．事後評価結果 

〇評点： 

  

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究では、メタン酸化によるメタノール生成に対して天然型メタン酸化菌とは全く異なる新しい生

体触媒（superMOB）を創製することを目的に、従来にない新しいアプローチでこれにあたった。その方

法は、少量でもメタノール生成を蛍光タンパク質で検出できる高感度メタノールセンサー酵母細胞を新

規に開発し、これにメタンからのメタノール生成酵素活性を付与したのち、セルソーターを用いた１細

胞解析により、細胞あたりのメタノール生成酵素活性の強弱を本センサー細胞により可視化、分別でき

るものである。野生型の最小触媒領域に自然界にない一次配列遺伝子を導入し、様々な変異体を得てメ

タノールセンサー酵母内で発現させ、メタン酸化菌とは異なる宿主でメタン酸化活性発現に成功し、

superMOBの創製に結びつけた。この方法論は酵素の高機能化のための酵素工学ハイスループットスクリ

ーニングに利用可能な新技術である。実際これにより、メタン酸化能を有する新たなタイプの微生物を

見出し、この種を用いてメタンから有用物質を生産する可能性を示すに至った。このような進展を見せ

たことは高く評価する。 

一方、菌体内で superMOB の取得に至ったとしても、メタノール生成はメタノールセンサー酵母内で

の確認であり、精製 superMOBのメタノール生成活性を in vitroで確認することはできず、酵素活性部

位の情報も得ることもできなかった。メタン酸化原理の解明に大きく結びつくものと期待されただけに、

さらなる追求が待たれる。 

  

B  やや劣っている 


